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調査を 2015年 7月から 11月にかけて行い、台湾での正式調査を 2015年 7月から 10月に

















































実証研究系博士論文の評価項目として挙げられるものは、第 1 は構築された分析モデル 
のオリジナリティー性であり、第 2 は検証方法の妥当性である。 



















情報の 3 要因を追加したうえで、7 つの要因が購買態度に影響を及ぼすと仮定して実証分
析していることである。 
第４に、台湾において消費者のエコ購買行動に関する実証分析を行ったことである。さ
らに限定的ではあるが、日本と台湾における国際的な比較分析を行ったことである。 
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５．研究の貢献 
（１）理論的貢献 
①消費者のライフスタイルとエコ購買態度の関係性に関する学術的な論文は少なく、本
研究によってライフスタイルによるエコ購買態度への影響力が実証され、ライフスタイル
の観点を加味した新モデルが実証されたことである。 
②エコ購買行動へのプロセスとして、エコ購買態度の規定要因→エコ購買態度→エコ購
買意図→エコ購買行動が成立することを実証したことである。 
③エコ購買態度の新しい規定要因として、独自性、デザイン性及び企業・製品情報がエ
コ購買態度に影響することを実証したことである。 
（２）実践的貢献 
①日本と台湾の両国の消費者のライフスタイルとエコ購買態度の規定要因との関係性を
把握することができた。これはエコ製品に関わる製造業者、販売業者だけでなく、すべて
の機関・団体が地域でのマーケティング活動を展開する際に参考になる。 
②日本と台湾の消費者のライフスタイルとエコ購買態度に関する比較研究を行った先行
研究は皆無であり、本研究により両国の消費者の相違点が明らかとなった。 
③本研究において、「ライフスタイルはエコ購買態度に影響を及ぼすこと」を実証した。
その結果から、エコ製品に関しては日本と台湾の企業に対して、消費者のライフスタイル
を考慮したマーケティング活動を展開する実践的資料となるであろう。 
 
６．本論文の課題 
①本研究は環境配慮製品ないしエコ製品に対する消費者購買行動等の実証的研究であっ
たが、さらに理論的研究を積み重ねることによって体系的な研究が望まれる。 
②今回のアンケート調査は、日本（東京・福岡）と台湾（台北・台中・高雄）の都市部
で実施された。結果的には大都市間で大きな差異はみられなかったが、これを地方都市・
田舎で実施すると差異や特徴が見られるかもしれない。さらに他のアジア諸国や欧米諸国
でアンケート調査を実施することによって、一般的・普遍的な国際比較モデルの確立に貢
献するであろう。 
③日本と台湾の分析結果（共通点と相違点）について、さらに掘り下げた深い原因分析
を行うことが望まれる。 
④消費者行動のモデルのフローチャートとして、購買後行動の評価を追加することが必
要である。 
 
７．結論 
本論文は以上の点を踏まえ、学位論文に値するものと判断した。 
本審査委員全員は、本論文の著者が博士（経済学）の学位を授与されるに十分値すると 
判断した。 
